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工学部 ディプロマ・ポリシー 

４年以上在学して所定の単位を修得し、授業や卒業研究を通じて、下記に掲げる能力を備えていると判断でき

る学生に対して卒業を認定し、学士（工学）の学位を授与する。 

 

1. 実践力のある専門的技術者となるべく、在学中だけでなく生涯にわたって主体的に学修活動を積み重ね

る関心と意欲を持続できる。〔主体的に生涯学習を継続する意欲と関心〕 

2. 人文社会科学や自然科学・情報技術など、技術者に求められる幅広い教養とスキルを身につけそれらを活

用できる。〔技術者に求められる文･理･情報系の素養〕 

3. 専門分野の知識・技術を体系的に理解し、社会や時代の要請に応じてそれらを実践的に適用できる。〔専

門分野の知識･技術(詳細は学科 DP)〕 

4. 技術者および社会人としてふさわしいコミュニケーション能力を備え、他者の意見・意向を正確に把握す

るとともに、自らの意見・意向を的確に表現し、相互理解のもとで議論することができる。〔相互に理解

し議論するコミュニケーション力〕 

5. 社会的な課題の解決に向けて、他者と積極的に協働して取り組むことができる。〔他者との協働による課

題解決力〕 

6. 地球的な視野に立ち、持続的な社会の維持・発展に向けた技術者としての使命観や倫理観を備え、社会に

能動的に貢献する行動ができる。〔社会に対し能動的に貢献する行動力〕 

 

 


